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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月19日(2017.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　楽器の本体内に部分的に位置決めされるまたは前記楽器の本体内に位置決めされるピッ
クアップであって、前記楽器によって生成された振動信号を受信し、前記振動信号を、前
記振動信号を表す電気信号に変換するように構成されるピックアップと、
　前記楽器の本体内に部分的に位置決めされるまたは前記楽器の本体内に位置決めされ、
前記ピックアップと連結されるエンコーダであって、前記楽器からの音楽制御データの送
信前に、前記ピックアップによって受信された前記電気信号を音楽制御メッセージデータ
に符号化するエンコーダと、
　前記楽器の本体内に部分的に位置決めされるまたは前記楽器の本体内に位置決めされ、
前記エンコーダに連結される第１の無線トランシーバであって、前記音楽制御メッセージ
データを、前記楽器の本体内に部分的に位置決めされないまたは前記楽器の本体内に位置
決めされない第２の無線トランシーバに無線送信するように構成されている第１の無線ト
ランシーバと、
　を備え、
　前記音楽制御メッセージデータに基づいてメディア信号を作り出すことが可能である、
楽器。
【請求項２】
　前記音楽制御メッセージデータが、Ｍｕｓｉｃ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｄｉｇｉｔａ
ｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ（ＭＩＤＩ）形式に従う、請求項１に記載の楽器。
【請求項３】
　プロセッサが、前記電気信号をＭＩＤＩデータに符号化するためのＭＩＤＩパラメータ
を編集するためである、請求項１に記載の楽器。
【請求項４】
　前記楽器によって作り出された音を検出し、前記音を、前記エンコーダによって符号化
された電気信号に変換するピックアップデバイスを備える、請求項１に記載の楽器。
【請求項５】
　前記メディア信号が、音声信号、映像信号、または照明効果のための信号を含む、請求
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項１に記載の楽器。
【請求項６】
　前記第２の無線トランシーバが、ＭＩＤＩパラメータを前記第１の無線トランシーバに
送信するためである、請求項１に記載の楽器。
【請求項７】
　前記エンコーダが、前記電気信号を前記音楽制御メッセージデータに符号化するための
パラメータを記憶するメモリを含む、請求項１に記載の楽器。
【請求項８】
　前記エンコーダが、ＭＩＤＩパラメータを選択する制御装置を含む、請求項１に記載の
楽器。
【請求項９】
　プロセッサが、ＭＩＤＩパラメータを制御または編集するためのシンセサイザーとフッ
トスイッチとを備えるストンプボックスの中に包含される、請求項１に記載の楽器。
【請求項１０】
　振動信号を楽器によって生成することと、
　前記楽器の本体内に部分的に位置決めされるまたは前記楽器の本体内に位置決めされる
ピックアップによって、前記振動信号を、前記振動信号を表す電気信号に変換することと
、
　前記楽器の本体内に部分的に位置決めされるまたは前記楽器の本体内に位置決めされ、
前記ピックアップと連結されるエンコーダによって、前記楽器からの音楽制御データの送
信前に、前記電気信号を音楽制御メッセージデータに符号化することと、
　前記楽器の本体内に部分的に位置決めされるまたは前記楽器の本体内に位置決めされ、
前記エンコーダに連結される第１の無線トランシーバによって、前記音楽制御メッセージ
データを前記エンコーダから、前記楽器の本体内に部分的に位置決めされないまたは前記
楽器の本体内に位置決めされない第２の無線トランシーバに無線送信することと、
　前記音楽制御メッセージデータを前記エンコーダから受信機に無線送信することと、を
備え、
　前記送信された音楽制御メッセージデータに基づいてメディア信号を作り出す、
方法。
【請求項１１】
　前記音楽制御メッセージデータがＭＩＤＩデータ形式に従う、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　プロセッサによって、前記電気信号をＭＩＤＩデータに符号化するためのＭＩＤＩパラ
メータを編集することを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　電気信号をギターによって生成することであって、前記ギターの各弦が別々の電気信号
を生成することを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ピックアップによって、前記楽器によって作り出された音を検出し、前記音を電気
信号に変換することを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記エンコーダに連結されたメモリ内に、前記電気信号をＭＩＤＩデータに符号化する
ための、１つまたは複数のセットのＭＩＤＩパラメータを記憶することを備える、請求項
１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記楽器がエレキギターである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　ピックアップに連結されたＭＩＤＩエンコーダであって、前記ＭＩＤＩエンコーダ及び
前記ピックアップが、電気楽器の本体内に部分的に位置決めされるまたは前記電気楽器の
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本体内に位置決めされ、前記ピックアップが、前記電気楽器によって生成される振動信号
を電気信号に変換するように構成され、前記ＭＩＤＩエンコーダが、前記電気楽器からの
ＭＩＤＩデータの送信前に、前記電気信号を前記ＭＩＤＩデータに符号化するように構成
される、ＭＩＤＩエンコーダと、
　前記電気楽器の本体内に部分的に位置決めされるまたは前記電気楽器の本体内に位置決
めされ、前記ＭＩＤＩエンコーダと連結された第１の無線トランシーバであって、前記Ｍ
ＩＤＩエンコーダから前記ＭＩＤＩデータを受信し、前記電気楽器の本体内に部分的に位
置決めされないまたは前記電気楽器の本体内に位置決めされない第２の無線トランシーバ
に前記ＭＩＤＩデータを無線送信する、第１の無線トランシーバと、
を備え、
　前記第２の無線トランシーバは、ＭＩＤＩパラメータを前記第１の無線トランシーバに
送信するように構成される、
システム。
【請求項１８】
　前記第２の無線トランシーバが、プロセッサとメモリとを備え、受信された前記ＭＩＤ
Ｉデータに関連するＭＩＤＩパラメータの可視化したものを表示するように構成されたコ
ンピューティングシステムに連結されている、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記コンピューティングシステムが前記ＭＩＤＩデータをメディア信号に合成するよう
に構成されている、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記コンピューティングシステムが前記ＭＩＤＩパラメータの編集を可能にするように
構成されている、請求項１８に記載のシステム。
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